
令和６年４月 22 日 

 

 各  位 

 

中 野 市 長 

 

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業 市道篠井間山線橋梁設計に伴う 

調査解析業務委託（繰越明許）に対する質疑について（回答） 

 

 標記の件について、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

質 問 事 項 回      答 

（１）室内土質試験の試料について  

室内土質試験を実施する試料は、既往業 既往業務で実施したボーリング試料を用 

務で実施したボーリング試料を用いるの います。 

でしょうか？  

それとも、別途試料採取が必要になるの  

でしょうか？別途試料採取が必要となる  

場合には、採取に関わる費用は変更協議  

の対象としていただけますでしょうか？  

（２）地質（土質）断面図について  

液状化判定にあたって、地質（土質）断 地質（土質）断面図は既往業務で作成済 

面図は既往業務で作成・検討済みでしょ みです。 

うか？  

新たに「資料整理取りまとめ」や「断面  

図等の作成」が必要となる場合には、変  

更協議の対象としていただけますでしょ  

うか？  

（３）  

実施設計単価表等の適用日は 06.04.01 令和６年４月１日改定の基準を使用して 

となっておりますが、「地質・土質調査費」 算出しております。 

内の諸経費率は、国土交通省の積算基準  

書（令和５年度版）の令和６年４月１日  

改定の基準を使用して算出しております  

でしょうか。  

※「質問事項」については、各業者から提出された原文をそのまま使用してお 

ります。 
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